








































































































































因に, ｢雨による妊娠｣をはじめ, ｢食べることによるもの｣, ｢男との何
気ない接触によるもの｣, ｢大地から掘り起こされるもの｣, ｢水差しのなか

















































































































































































































































するo 兄弟たちは鯨を部族の人々すべてと分けあう o 2 ， 3 ヶ月後，かの女
が再び夫や子供と一緒に岸辺の部落にやってくるO その折々に，岸辺に鯨
が打ちあげられる。
この説話の場合もいくつかの興味をひく意味ある行為がみられる。
まず，娘が婚約し，目を閉じ，海の中を下りていく行為とは何を意味す
るのであろうか。
それは娘の以前の環境からの分離儀礼にあたるものであり，その折，男
の帯にしっかりとつかまっているのは，新しい環境との合体を成立させる
ための行動と考えられるD
最初のこういった行為は，個人的な合体儀礼にあたるものと考えられ
る。そしてこのような個人的な合体儀礼につづいて，社会的な移行期間，
分離儀礼，合体儀礼，そして家族集団にたいする補償の行為がみられる口
では，この説話で社会的儀礼にあたるものは，いかなる形をもって具体
化されているのであろうか。
この説話では，女は息子に代わって上の方の世界(娘の兄弟部族のいる
共同体)へ出かける折，かれらの矢を通さぬ 5枚の海かわうその皮をもっ
て交易の材料としているo これは一体，何を意味するのであろうか。説話
では，かの女の兄弟への贈り物として，矢との交換材料とされているが，
それだけの意味ではなさそうだ。何故ならば，この皮は，交換しようとす
る矢を通さぬ故，価値基準の面からみると，かわうその皮のほうがず、っと
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すぐれた品物といえる｡つまり,母親となったかの女は(交換)を通じ,
自分の兄弟の属する共同体にたいし,厳密な意味での結合の儀礼をおこな
い,集団的な意味あいをもった合体儀礼をおこなおうとしていると考えら
れる｡こういったカテゴT)一に入るものとしては,相手の共同体への物品
の贈与,先方集団との共食などの行為がみられる｡また,かの女は兄弟た
ち(つまり,兄弟の属する限られた共同体)に鯨が海辺に打ちあげられる
ことを予言しているが,この予言は注目に値する｡すなわち,一人の女性
の生産力を失った兄弟の住む共同体にたいし,その見返りになるものとし
て,食糧などの分配(蘇)をもって償還するという,いわば,損失にたい
する補償をなしている｡
このような償還儀礼は,通常,分離儀礼をはたすと考えられる｡なぜな
らば,完全なる分離の行為をおこなうための補償として,償還がなされる
からである｡
このように通過儀礼は｢生｣たる段階から他の段階へ,また,他の段階
から｢生｣ある段階へ,そして,ある社会的状況から他の社会的状況-,
そしてその道へと移行する際,その移行を容易にし,条件づけるものであ
る｡
そしてその行為は,儀礼行為自身のためではなく,一般の共同体全体,
特殊共同体,あるいは個人の利益をはかるためになされるものと考えられ
る｡
筆者は,ある特定の目的をはたすためになされる儀礼として,分離･移
行･合体,という基本的連鎖パターンを,出産･思春期･結婚･妊娠･死
にいたる万物の成長と衰退の過程のうちに考察した｡
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註
1)儀式といっても,諸々の形態のものがみられる｡そこで本稿では,出産･思春
期･結婚･妊娠･妃,などにみられる儀式に絞り,そこにみられる基底的な連鎖
パタンである分離･移行･統合に注目し,そこにみられる意識的,無意識的作用
を通し(通過儀礼)のパタンをとらえ論ずる｡
2) S.トンプソン　鈴木博之･石橋按代訳『民間説話-論理と展開-』下(社会思
想社1977) 84貢｡
3)北米インディアンの民話を観察すると,ひとつの法則がみられる｡それは説話
の構成がつねに均衡を保持するように志向されている｡これは恐らく,民話とい
うものの成立過程と関係があるのかもしれぬ｡つまり,ある民話はどのようにし
てその｢豊儀さ｣を喪失したか｡また,いかにして｢欠乏｣が解消されたかを物
語っている｡それは殆どの説話において,満足させる結末をもっているというこ
とである｡つまり,主人公は数々の試練をくぐり抜け,その使命を果たし,勝利
を得る｡なかにはこの原則の例外もみられるが,その場合はその改変についての
説明がつくのが一般である｡
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